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日日日日日日 日日日日日日 日日日日 日日 日日日日日日

++++++ ++++++ ++++++ ++++十+ 25 

十+++++ 十+++++ ++++++ +十十+++ 50 

+++十++ ++++++ ++++++ ++++++ 100 

十十十十十十 ++++++ ++++++1十++ + + + I 200 

++++++ +十・++++ ++++++1++++++1制

十+++++ ++++++ ++++++ ++++十+ 400 

++十++土 十十++++ 十+++ー土 ++++土土 600 

土+++一一 ++++++ +++十一士 -+++一一 800 

一++十一一 ++++一一 一+++一一 -+++一一 1200 

-+++一一 +++十一一 -+++一一 -+++一一 1600 

一++十一一 一十+土一一 _:_++士一一 -十++一一 2400 
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一士+一一一 一士十一一一 一一+一一一 一土+一一一 4800 
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9・司・田圃・ ーーーー『・、』 ・-・ ・ーーー・4 ・-唱岬 ・戸・・ー・・ 恒圃圃曙圃司・ ・園開曲・ー・・・ ・・・・・・・・ ・副回国』司・・・ -ー・・・・ ・-・- -司・・-・・ ・伺・ーー・ー ・固圃圃圃圃胴・ ・・・ーーーーー ・ー司明圃咽圃・ ・・“ーーーーー 一一一一一一、
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十十十七 十十十七 十 十 十 七

-yA、a ニ-二- 一・ -ノZ、-・ 二-二. ーー MpI、d・ー一品.. ..__... ーノ且、圃・ 4ーーニ?ム ー一
日日日日日日 日日日日日日 日日 日日日日 日日日日日日

+++十十十 十十十十十十 ++十十十+ 十++++十 25 

十十十十十+ 十十++十十 十十 ++十+ +十十十+十 日 50

++++++ ++++++ ++++++ +十+十+十- 100 

十+十十+十 +十++++ ++++++ +十+4・ 十 + 200‘ 

+ +十十十十 十+++++ + 十 + ート + 十 +十十十++ 300 

，ー一千

十+++++ 十+++++ 十十十+++ +++十十十 400 

+十十十一土 _:_++土ー土 十++十十十 十++十一士 600 

+十十十一一 一一十一一土 十十++++ +十++一一 800 

一十+士一一 一一十一一一 士十十+一一 士十++一一 1200 

ー士十一一一 一一士一一一 一+ +十一一 一十十+一一 1600 

一一+一一一 -酔句..ー副圃圃圃圃岨田園F圃岨司 副酔帽F・・a・・-回--・帽圃-・・ 一十 +十一一 一十+一一一 2400 

一一士一一一 -・~開園圃・ -ー-ーーー・ -圃圃圃圃圃・ - -岨圃圃圃a・・圃圃圃・ー- -十十十一一 一土+一一一 3200 

一一一一一一 司圃聞---・・・・・・・a・・胴~ -恒圃圃圃・・・ 一士+一一一 一一十一一一 4800 

由』ー. ~ーー・ ーーー ーーーー ーーー-ー園田ーー - _.圃圃圃圃副圃咽'・・・圃可帽圃.ー-曙且圃圃圃園 胆圃向圃圃圃圃曙 一一 +一一一 一一+一一一 6400 

一一一一一一 同ーー・--由圃 恒圃民同園喝 _-圃-・-- - -園開博司・・ ・ーーー-・ ・・M聞・ー・ -司国司.-圃圃司副・ ー回ー・岨・-.同岡田圃曲・ 明F・- ~・岨・・開・ -司-司回・ ・同恒凶圃・ーー 12800 
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究 研 自包 験

Nr. 19 

2.55 Kg. 

必Yえ三 施 ~に、

30分間縛 0.15 gr灸 腹位 40分間縛

十 十 十
一月
月

月

十十十十 十四三二二二二十十十十

九七 五 一 四 十十十十十 九七五一
一八六三一

日 日日日 日日日日日日日日日日日

十十++ +++十十+++十十+

十十+十 +十十十十++++++

++++ 十十++++十十十十+

+++ 十 +十十+++++++十

++++ 十 ++++++++++

士一 土 + 一 十+++++++++

""7ー ー・・・ ー司事ー・ ・圃園. 一一士+++十士一一+

一一 一一 一一一++士一一一一一

一一一一 一一一+一一一一一一一

一一一一 一一一一一一一一一一一
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施

0.2 gr灸

h，.' 
~ 

Nr. 18 

2.55 Kg. 

灸

背位 30分間韓

十 十

月
月

十四三二二二二十十十十
四 十十十十十 九 七 五 一

一八六三日 一
日日日日日 日日日日日

+ + + + + + + + +. + + 

十十十+++++++十

+++++++++++ 

+++++++++++ 

十++++++斗+++

一一+++++++++

一一++++++一一土

一ー-+土十土一一一一

一一一十一一一一一一一

一一一一一一一一一、 一一

一一一一一一一一一一一

(.3902) 
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一一
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千百八二高一

千六高三

百五

封



(3903) 述 葉 技 持

Nr. 22 Nr. 21 Nr. 20 

2.60 Kg. 2.00 Kg. 2.27 Kg. 

施 灸 施 灸 施

0.1 gr灸 腹位 30分間縛 0.1 gr灸 背位 30分間締 0.1 gr灸 背位

十 十 十 十 十
一 月 一 月 一

十四月 三二二二二十十十十
月 月

十四三二二二二十十十十 十四三二二ニニ
四 十十十十十 九七五一 四 十十十十十 九七五一 四 十十十十十

一八六三一 一八六三一 一八六三一
日 日日日日日日日日日日 日日日日日日 日日日日日 日日日日日日日

+ + + + +，+ + + + + + +十+++++++十十 十++ +'+ + + 

十++ + +:+，十+，+，++ + -+ + + +，+ + + + + + ++++'+++ 

+ + + + +，+ + + + +十 +. + + + + + ++:+十‘+ +.+ + + + + + 

十++ +，+ + +十+++ +++十十十+，++'+十 -++++十+

士+++十十+十イー++ ++++++++十+、+ -++++十+

一土+++++十士士十 -++++++++++ 一一+++++

一一十十++一一一一一 一一+++++十一一士 一一一+++一

一一士一一一一一一一一 一一一+ー士一一一一一 一一一+一一一

一一一一一一一一一一一 -ー ・圃幅・司・・圃・ 副岨』圃圃・・ 幽・・・・・・圃・ -開- -ーー・・ ・圃圃圃園町岡田・ -圃・圃圃・ ・・園町開・・・ ・ー・明・a・・・ ・M・・・・・・・ ー - -司. -ー・ -圃且 伺圃』圃咽田 ー骨・ーー ・圃園田ー

-・司. .剛・圃圃圃圃圃晶 -聞・ ・・・・胴・- - ー園田園圃曙圃・ ・・・h回圃岨ー ・・・開・・司・・ ・・・・・・・・・ ・・司ー司. -圃圃圃園町岨. .回-圃・・・ ・園町田園圃司・・ ・幽-・ ・胸司・・・司圃圃 ・F圃圃園町・ーー -唱・・ ーー・圃圃聞圃岨・ ・ー・・・・・・・ ・・ーーー-岡・ ・・・・岨幽幽・・ ・・-・- 一一一一一一一

-白喝・『・・ ・・・圃闘凶回・ ・・『圃圃圃唱. ーーー-・・司 ・ー-・・・・・ ・・・・・・・・・ ・恒圃圃圃圃圃司・ ・・司-圃掴・・ ・・・・司司ー』・.:-- ~両'明圃F・ー 一一一一一一一一一一一 一一一一一一一
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月
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日日日日
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研 的 験

Nr. 24 .' 

2.10 Kg. 

昭

30分 間 縛

寸ー

月

十四月 三二二ニ二十十十十

四 十十十十十 九七五一
一八宍三一

日日日日日日日日日日日

+++令++，+十一+:十+，+

十++-+:+-.++十十J十十

十++ + +'+:+ + + + + 

土++十十+十十十++

一十十+'+十十+:++ + 

一一士士士士 Iー士士一+

一 一一一一士一一一一士

一一一一一一一一一一， 一

-・-同開--圃圃圃圃圃圃.- --圃圃園調._-・・・・・・ ・・・司圃圃圃司'‘・・開・『聞-.圃圃圃圃圃園町・ -司・・

-・F圃司圃圃-，・伽圃圃圃圃圃曙 -開園圃司・・ ・・・・・四国圃・ ・・・・・・・--喝 岡国酢酬・・--圃司・司 ・・・・・・・・ ・司町園開......"_圃闘，田圃F

ー一司司.-.'_・E・-- ーー副司司・ p・ーーーー ・ーーー - ・帽田園田 ・ーー『 ・胆-・田園 田園圃園周

費 ノ 灸 (3tl'Q'4) 

香家
Nr. 23 

強兎

韓
2.40 Kg. 

重

艶 照 備

腹 位 40分間縛
矛d手

十 十

月
月

十四三二三二二十十十十

十十十十十 九七五一
~ I守k 子ム三 二ー二 ーー・

日目.日日日日日日日日日

十+十十十++-+.+.+‘十
五
十

-<+++++:+十十+，+.+， '百

一十++:+ + + + + +白十十 品百
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千
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一一一一-ーーーー --・--ーー・"-ーー ・・・・・ー ・ー-司 ・ーーーー『 ーー-- 岨同』圃圃司 ・ーーーー
百千

--園田・四国司 担恒園町地司 '・・ーー-"ーー『司 ・回岡田喧嘩 恒-ー .胸骨ー『‘ ・司回・ー"-聞. 四六
百千

-圃F・-・ ・・F圃圃圃噌. -四国司喝.~喝 ・ーー・・咽司 ・ーーー・曙R ・ーー・・噌."・唱ー・・ー・a ・・・唱園甲咽弘 司圃圃幽-.-・四国司. 千八寓一
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ー-ー-ー ・ーーーーー._・ー-- 開『・・・・ι ・ーー・司白血 E胆園開園圃 ・ー・『冒・.-・E・.-・H・同 封



校葉述(3905) 時

Nr. 26 Nr. 25 

2J)5 Kg‘ 2.20 Kg. 

艶 照 劃-

腹 位 30分間縛 背 位 30 

寸・ 十 十
一 月 一
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ーーーー・圃・・ ・・圃園田園・ ・ーーー・・・ ーーー・ーー ・・司自ー・・ ・田園・・咽・ ・a凶圃圃圃ー ー司・・・ - ・ーー・司司・ ・F・・・・・ 一 一 一 一 一 一 一

開園圃声"・・ ・・司圃圃園開曙. 明白開園圃圃唱. -圃・ ・-・・. .圃圃圃圃圃圃副. .圃圃圃圃圃圃司・ ・・・・・・・・・ -制・・・・ ・ーー・・- 圃唱F・・・・・ 一 一 一 一 一 一 一

一一一一一一一一一一一 一 一 一 一 一 一 一
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溶

血

反

臆

術

式

験

一
、
賓
験
家
兎
ヨ
η
ノ
血
清
ヲ
採
取
ジ
之
レ
ヲ
藤
氏
五
十
六
度
重
湯
煎
中
ニ
ア
三
十
分
間
加
熱
ジ
、
非
働
性
ト
ナ
ジ
タ
uw

モ
ノ
ヲ
所
要

ノ
倍
数
-
一
稀
調
停
で
ア
使
用
セ
リ
。

自ヲ

二
、
補
鐙
ト
ジ
-
7
A
健
康
ナ
Y
教
頭
ノ
海
浜
ヨ
リ
ノ
心
臓
穿
刺
-
一
ヨ
リ
ノ
得
タ

Y
血
液
ヨ
リ
析
出
兵

Y
血
清
ヲ
、
食
撞
水
ヲ
以
-
プ
十
倍
-
一

稀
穆

v-7
使
用
セ
リ
、
而
u
v
-
ア
採
血
ρ

賓
験
前
三
二
時
間
以
内
ニ
行
へ

9
0

研

二
、
血
球
波
川
前
記
五
%
山
羊
血
球
液
ヲ
使
用
セ
η
ノO

究

以
上
ノ
準
備
ヲ
経
ア
一
、
二
、
三
ノ
各
液
ヲ
各
試
験
管
-
一

0
・
五
耗
宛
入

ν
金
量
一
・
五
耗
ト
ナ
ジ
、

ヨ
ク
振
塗
混
和
V
-
プ
癒
氏
三
十

七
度
ノ
勝
竃
-
一
納
メ
一
時
間
後
更
ユ
一
回
振
滋
混
和
ジ
二
時
間
後
之

v
ヲ
取
η
ノ
出

ν-ア
氷
室
-
一
移
ジ
笠
靭
溶
血
反
曜
版
ヲ
検
セ
η
ノ
。
而
ジ

テ
賓
験
家
兎
ヨ
η
ノ
ノ
採
血
二
毎
回
三
話
以
内
ニ
止
メ

E

第
一
回
免
疫
注
射
前
採
血
ジ
ア
正
常
溶
血
素
量
ヲ
検
hv
爾
後
毎
週
二
一
回
宛
採

血
シ
一
ヶ
月
ニ
百
一
9
-ア
溶
血
償
ヲ
測
定
セ
リ
。

第

三

表
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(3907) 活 葉. 技 時

家

兎

一

一一

備

考

一

番

競

一

一

7

5

一

灸

縛

一

十

二

月

十

二

日

釘

K

一
灸

r
司
一

二

5

一

f
N
一

十

七

日

N
ぶ

一

施

日

句

一

仰

い

一

仏

筑

一

二

十

一

日

一

灸

専

一

十

二

月

十

二

日

却

時

一

灸

r
計
一

vh7

一

;
m
v
M
一

十

七

日

N

ユ
j

一

保

り

一

は
一

0
2

一

二

十

一

日

9

F

V

一
.
、
灸
単
一
十
二
月
十
二
日

2
K

一
容
什
江
一

じ
3

一

5.刊
一

十

七

日

N
刈

一

施

仰

向

一

ハ
い
一

3
仏

託

一

二

十

一

日

3
1引
一

ikk繍
一

十

二

月

十

二

目

印
刷
広
一
家
げ
匙
一

じ
U

一

再

刊

一

十

七

日

恥

9
・
一
施
川
匂
一

-
一

0
2

一

二

十

一

日

1

v

一

一

十

二

月

十

二

日

割

K

一

照

部

一

?
j

一

行

一

十

七

日

N
o・
-

封

勾

一

(
一

3

一

二

十

一

日

2

忌
一

3

樽

一

十

二

月

十

二

日

g
K

一

罷

年

一

じ

「

一

行

一

十

七

日

N
S

一

艶

均

一

-

a

a

占

I

ou

一

の

』

一

一

一

，

τ
一
U
ド

3
q
v

一

事

一

十

二

月

十

二

日

羽

K

一

照

司

一

に

7

一

叩

↑

十

七

日

1
川

Y
J

一
4

3

r

Z

一

ー

似

一

望

お

一

二

十

一

日

附

記

免

疫

第

一

回

十

二

月

十

施
灸
日
時
十
二
月
十
三
日

V 

S壬"-2 1.壬歩
フ己 .7u 完白

河
白
河完

出
一
刈

宮
山

b
T
4
 

b
苅

e壬:;，. 1.圭~:n:. 7u 
丘三P 正=..
フ己フ己 40 

t!:> ~ 
.7u フ己 完強 完強 完強 完強 完出

丸 完 強 60 

若着 弱 徴 徴 弱 弱 徴 I64 

日主任'"
Y己.7u 完強 完強 完強 完強 出 . t!:> 

フ己フu 強強 80 

l完 扇 I :R:~~ 1 5E~ 1:弱 l完完 |王子|互
徴 晃喜 徴 微 徴 J徴 128 

完弱 強弱 完弱 完弱 盟諸君 '圭ェ:1' 1.圭'"
フu フ己 強弱 160 

完弱 強弱 完徴 完徴 弱弱 完強
百
掴
q

司
却
吋弱 240 

完弱 弱徴 強徴 弱徴 弱徴 完弱 弱 徴 320 

弱徴 弱 微 弱- 弱- 微 微 強弱 弱徴 480 

弱微 徴- 徴一 溺- 徴 一 弱弱 弱- 640 

徴- 1280 

A
U
 

A
O
 =u ohM 



十
二
月
三
十
四
日

二
十
八
日

中元
自
一
組

S圭'"ど~
フu ::n主

~ ~ 
フ己フ己

日':> ~ 
:lu:7己

日空ピ~
フ己フ己

強強

強強

強強

弱羽

微弱

微微

究 験 貴 ノ 灸 (3908) 自包研

32 Nr.31 Nr.30 Nr.29 Nr.28 Nr.27 

艶 照 施 灸 施 灸 施 ぷy、l 施 灸

考

一 十 一 一 十 一 -[- ー十
一 一 一 一

月 一 月 一 月 一 月 一 月一
月 月 月 日 月

十 四 二 二 十四二ニ 十四ニニ 十四ニニ 十 四 ニ ニ

一
十十

一
十十

一
十十

一
十十 一十十

八四 八四 八四 八四 八四
日日日日 日日日日 日 日日日 日日日日 日日日日

フe.ロ9 フ己主u フ任ロ"" コどE己P Yー圭G念 Y企全ロ~ フe圭己=少 フ正壬己， フ正壬己合 フ会壬己2b yぜ=up yebG ， 

殆フk至己。フ白ロ 3白G コb己 Yたうu :7危う己 フとE己F 3企EGP フk王己，4 3kb己 7kEtP a フKBI2 フef，G 3εs フa圭己企 3ピEZ，4 フ女王乙手 フ日ロ=> コE己才 フどう己 50 

強愛完完 フ企壬己ア フ企圭己~ :1E % 強完完完 フkbtA フ企E己， フKEGP フecロ9 コぜI?3 フec己p 3kbZA フkうu roo 

強 強完 完 強完完完 場強完完 フa圭s フ~己 フe圭己会 コどうロ 強完完完 200 

弱弱 完完 溺強完完 弱弱完完 フec己9 3たうu :7たう己 Y危うG 弱 強 完 完

弱徴 強強 溺強完完 弱弱完完 y日ヨ己 フどEロp フ日2己 コe圭己会 弱強-完完

微微強強 俊弱強強 微弱強完 弱強 完 完 弱 弱 完 完 500 

一 一 強 強 微微強強 微微強完 弱 強 完 完 微弱強完 600 

一 一弱 弱 一一弱強 一徴強空フQ 璃 弱 完 完 微弱強竺コ己

一一 弱弱 一一弱弱 一一場強 微弱強完 一 徴 強 強 1000 i 

一一ー弱弱 一一弱弱 一一弱弱 一微強強 一一強強 1200 

一 一微 弱 一一徴徴 一一溺溺 一 一 強 強 一一弱弱 1600 

一一一徹 一一一一 一一微弱 一 一 弱 強 一一弱徴 3200 I 

一一一一 一一一一 一一一徴 一一弱弱 一一識徴 6400 

ノ

第

照
表
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Nr. 

一 徹

一徹

企う たう

フ己フ己

b
苅

殆
完

企圭" I:!=> 
コ己フ己

璃 強

強強

弱扇

後場

ー封

月

十四

日日

時

Nr.33 

艶 照

一 十

一月 一
月

十 四 二 ご

一
十十
八四

日日日目

3乞うU '7丘sフt己コP フI:!=>己

強完完完

弱 完 完 完

弱強完完

弱 璃 完 完

微 弱 強 完

一徹強をフ己

一一 弱 強

一 一 弱 強

一 一 徴 強

一一微弱

一 一 一 溺

一一一徹

一一一一

前
表
ヲ
見
Y
-
一
第
一
一
例
免
疫
ニ
ア
η
ノア
ρ

家
兎
第
二
十
八
競
ヲ
除
ク
外
施
灸
家
兎
ト
割
問
昭
一
家
兎
ト
ノ
間
ニ
溶
血
素
産
生
-
一
刀
殆
ン
ド

蓬
庭
ヲ
認
メ
ザ

Y
モ
第
二
回
免
疫
後
第
五
日
目
ニ
至
η
ノア
A

施
・
灸
家
兎
A

斡
照
ユ
一
兆
シ
溶
血
素
産
生
ρ

急
激
ニ
且
ツ
高
度
-
一
一
増
進
ジ
約

五
日
間
此
債
ヲ
保
持
γ
爾
後
漸
次
低
減
ス

Y

モ
而
カ
モ
一
ヶ
月
後
-
一
至
Y

モ
針
照
家
兎
ニ
比
シ
其
溶
血
債
二
者
ジ
ク
高
ジ
、
即
チ
山
羊

投

血
球
免
疫
家
兎
溶
血
素
モ
亦
施
灸
ニ
ヨ
η
ノ
共
産
生
増
進
ス

Y

ヲ
知

y
o

第

三

章

山
羊
血
球
免
疫
家
鬼
ノ
血
球
緩
集
素
品
夜
ボ
ス
灸
J
影
響

薫

賓
験
方
法

前
記
五
%
'
山
羊
血
球
浮
砂
防
波
ヲ
各
家
兎
ニ
第
一
回
二
路
ヲ
耳
静
脈
内
ニ
注
射
ジ
、
其
翌
日
第
四
表
ノ
如
ク
四
頭
ノ
家
兎

-
一
施
灸
ジ
、
第
一
回
注
射
後
一
週
間
ア
綴
-
ア
第
二
回
四
託
ヲ
各
家
兎
ノ
耳
静
脈
内
-
一
注
射
シ
前
後
約
一
月
-
一
百
一
旬
ノ
ア
血
球
凝
集
素
産
生

ニ
及
、
ポ
ス
影
響
ヲ
仔
細

f観
察
セ
η
ノ
、
採
血
且
旦
川
毎
回
三
路
以
内
ニ
ジ
ア
第
一
一
同
注
射
前
ノ
モ
ノ
ヲ
正
常
血
球
凝
集
素
測
定
用
ニ
供
セ

述

η
ノ
、
次
表
十
二
月
十
二
日
採
血
ノ
モ
ノ
川
之
レ
ニ
相
常
ス

o
採
取
セ

Y
血
清
A

橋
氏
五
十
六
度
重
湯
煎
中
-
一
-
ア
三
十
分
間
加
熱
非
働
性

ト
ナ
ジ
之
V

ヲ
所
要
倍
数
一
一
一
稀
穆
セ
ヮ
、
血
球
液
ト
ジ
ア
A

五
%
山
羊
血
球
浮
説
液
ヲ
更
-
一
十
倍
ニ
稀
穆
ジ
ア
使
用
セ
η
ノ
即
チ
異
ノ
血

球
量
ノ
四
百
倍
稀
懇
液
ナ
リ
ノ
、
試
験
管
内
金
量
ρ

一
括
ニ
ジ
ア
前
記
ノ
稀
蒋
血
清

0
・
五
施
及
ピ
血
球
浮
砂
防
液

0
・
五
括
ヲ
入
v
之

ν
ヲ

龍
ク
振
議
滋
和
セ
ジ
メ
次
デ
携
氏
三
十
七
度
勝
竃
内
ニ
一
納
メ
二
時
間
ノ
後
之
レ
ヲ
取
リ
出
シ
ア
氷
室
内
ニ
移
γ
翌
朝
反
騒
ヲ
検
セ
η
ノ
賞

験
成
績
ハ
第
四
表
ノ
如
ジ
。
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究 碗 的 験 費 ノ 灸 (3910'~ 

番家
(1.92 Kg.) Nr. 29 (1.99 Kg.) Nr. 28 (2.17 Kg.) Nr. 27 (2.~5 Kg.) 

競兎

灸 施 灸 施 灸 施 夕A、え 備

25，)'間縛 0.075gr灸 25分間縛 O.1gr灸 22分間縛 0.15gr灸 30分間縛 矛d手

十 一 十 一 十 一 十
一 一

一 月 一 月 一 月 一
H 月 月 月

二二 十 十 十四二二二十十 十四二二二十十 十四ニ二二十十
十十七一
四一 一 一 十八 十四 -一rt ー一 一

十十十七一
八四一 一

十十十七一'
八四一 一

日日 日 日 日日 日 日 日 日 日 日 H 日 日日日日 日日日日日日日

一 + + + 2 

一一 土ーー 一一 十一 4 

一 一 一一 一一 一一 8 

+- 一 十 ++ 十十 十一 十十 十十 10 

一一 一一 一一 16 

十一 一+ 十十 +十 +- 十 + ++ ~O 

十一 一+ ++ 一十 十一 ++ 十一 40 

+ + 50 

+一 -+ 十一 一 十 +一 80 

十 + 100 

+一 一士 +一 -土 +- 一士 +一 160 

-ト + + 200 

一 + 一 300 

'+一 一一 十一 一一 +- 一 一 +- 320 

一 士 一ー 400 

一 一 600 

一一 一 一 士一 一一 一一 一 一 一一 640 

一 一 一 800 

一 一 一 1200 

一 一 1600 



時校欝遁('3911) 

Nr. 30 

0，075gr灸

日

+ 

+ 

+. 

二
十
八
日

一

月

四十

施

一 十

一 十

++ 

++ 
土十

日

Nr. 33 (1.97 Kg.) Nr. 32 (2.07 Kg.) Nr. 31 (2.00 Kg.) 

劃' 照 封 照 垂t 照

2毎分間縛 20 分 間 縛 32 分間縛

一 十 一 十 一 十
一 一 一

月 一 月 一 月
月 月 月

十四二二二十十 十四二二二十十 十四ニニ二十十

一 十八十四 十一 E; ー- 一 十十十七一 一 十十十七一
八四一 一 八四一 一

日日日日日日 日 日日日日日日日 日日日日日日日

+ 
一一 +一 一一

+一 一一

++ +~ ++ ++ 一 十 + 一

一一 +ー

++ 十一 ++ ++ 一+ 十 一

- 十 十 一 ー一寸ー +士 一一 +-

+ + + 
一 一 十一 一一 +一 一一 +-

一 + 一

一 一 士一 一一 +一 一一 十一

一 一 一

一 一 一

一 一 一 一 一一 士一 一 一 一一

一 一

一

一一 一 一 一一 一一 一一 一一

一 一

一 一 一

一 一

附
言日

免

疫

第

一

回

十

二

月

十

二

日

第

二

四

十

二

月

十

九

日

灸

施

日

時

十

ご

月

十

三

日

各

家

兎

腹

位

鯛

縛

前
表
ノ
一
不
ス
ガ
如
ク
血
球
凝
集
素
産
生
川
最
初
♂
極
メ
ア
微
弱
且
ツ
遅
々
タ

v
ド
毛
一
施
灸
家
兎
ノ
夫
V

A

勢
照
ニ
比
ジ
稽
々
強
ク
而
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γ
-プ
施
灸
後
人
日
ヲ
経
レ
バ
急
激
-
一
増
進
ジ
-
ア
第
十
一
日
目
ニ
歪
wJ-ア
川
最
高
-
一
遼
ジ
問
カ
ニ
艶
照
ト
ノ
間
同
一
相
違
ヲ
見
Y

郎
チ
針
照

∞O
(
+
)
(
第
三
十
三
競
)
乃
至

H
O
O
(
+
)
(
第
一
一
二
十
一
一
抗
、
第
三
十
二
競
)
ナ

Y
ニ
針
ジ
施
灸
家
兎
ρ

何
レ
モ

ω
ω
C
(
+
)

ヲ
示
ス
0

家
兎
ノ

第
二
十
九
競
A

定。(・
4
・
)
ヲ
ロ
壬
シ
タ
η
ノO

而
シ
ア
其
後
ト
雄
三
地
灸
家
兎
ノ
血
球
凝
集
債
川
野
照
ヨ
η
ノ
高
債
ヲ
纏
緩
U
J

約
一
ヶ
月
後
-
一

灸

節

免
疫
ト
同
時
E
E

施
灸
セ
ル
際
沈
降
素
園
田
夜
ボ
ス
影
響

至

y
-ア
始
メ
-
プ
爾
群
共
略
ポ
同
一
債
ニ
低
下
ス
o
之

v
ヲ
以
-7
按
ズ

Y
-
一
施
灸
家
兎
ノ
血
球
凝
集
素
産
生
月
封
照
家
兎
-
一
比
U
F

旺
盛
-
一

u
v
-
プ
菌
凝
集
反
騒
並
ユ
溶
血
反
感
ノ
時
ト
同
様
ナ
W

一
経
過
ヲ
取

y
o

第

四

章

山
羊
血
清
免
疫
家
鬼
J
沈
降
素
=
夜
ボ
ス
灸
J
影
響

ノ

第

賢

賓
験
方
絵
、
健
康
成
熟
セ
Y

雄
性
家
兎
ヲ
捧
ピ
其
各
々
ニ
山
羊
血
清
二
・

O
耗
ヲ
耳
静
脈
内
ニ
第
一
一
間
注
射
ヲ
ナ
ジ
翌
日
突
表
ノ
如

ク
施
灸
U
J

、
次
デ
一
週
間
目
ニ
各
家
兎
三
一
一
・

O
路
ノ
山
羊
血
清
ヲ
周
ジ
ク
耳
静
脈
内
ニ
第
二
回
注
射
ヲ
ナ
ジ
、

爾
後
約
一
ヶ
月
ニ
豆

験

η
ノ
-
ア
其
免
疫
沈
降
素
産
生
ノ
経
過
-
一
就
キ
仔
細
-
一
之
v

d

N

賓
験
ヲ
行
へ

9
0

，的

一
月
十
六
日
採
血
ノ
モ
ノ
ρ

免
疫
注
射
以
前
ノ
毛
ノ
ナ

9
0

賓
験
A

輪
環
法
ニ
ヨ
Y

、
郎
チ
特
殊
ノ
細
試
験
管
(
内
径
約
三
粍
)
数
本
ヲ
取
η
ノ
、
其
中
ニ
鼓
ジ
メ
碕
々
ノ
倍
数
-
一
稀
穆
セ
M
Y

山
羊
血

清
(
沈
降
元
)
少
量
ヲ
容
v
、
稀
程
度
-
一
従
ヒ
順
次
排
列
ジ
管
キ
‘
次
デ
何
等
滋
置
ヲ
施
サ
ず
Y
可
検
家
兎
血
清
(
沈
降
素
)
ヲ
原
液
ノ
億

研

毛
細
管
ぴ
ペ
ヮ
ご
二
以
ヒ
取
η
ノ
テ
其
少
量
宛
ヲ
前
掲
細
試
験
管
ノ
底
部
-
一
極
メ
ア
徐
々
-
一
注
グ
、
而
わ
て
プ
三
十
分
間
室
温
ニ
放
経
シ
タ

究

Y
後
爾
液
境
界
函
ニ
輸
斌
ノ
白
濁
ノ
生
ズ
戸
ヤ
杏
ヤ
ヲ
徐
ス

Y

ニ
ア
η
ノO

余
A

管
験
成
績
-
一
誤
認
/
ヲ
招
カ
ザ
-
ブ
ン
ガ
魚
メ
所
要
山
羊
血

清
ヲ
油
開
ジ
メ
一
時
ニ
滅
菌
試
験
管
-
一
採
取
し
て
プ
溶
封
ジ
氷
室
内
-
一
保
存
ジ
金
賞
験
ヲ
遜
ジ
ア
同
一
ノ
山
羊
血
清
ヲ
使
用
セ
リ
o
次
表
中

第

五

表

香家 11

D 

V 

一
2

一5
一
m
一
m
一
羽
一
幼
一
則
一

m
一
糊
一
側
一
側
一
則
一
則
一
側
一
側
一
町
一
則
一
町
一
山

披兎

備

矛手
d 



(3913) 述 葉 校 時

Nr. 37 (2.02 Kg.) Nr. 36 (2.70 Kg.) Nr. 35 (2.20 Kg.) Nr.34 、2.14Kg.) 

施 ぷクえ~ 施 灸 施 灸 施 灸

0.075gr灸背位 25分間縛 O.logr灸腹位30分間縛 0:1 gr灸腹位20分間縛 0.15gr灸腹位 25分間縛

一 一 一 一一 一 一 ーー一 一 一 一
月 月 月 月 月 月 月 月

十九二ニ二二十 十九二二二二十 十九ニ二二二十 十九二二ニ二十

ム 十+ノ、-+ーム/、 占"、 十十-ノA、a 十-a 」ノ、 -ノi、a 十十十ムノ、 ムノ、 十十-ノL、十-ー 占ノ、

日 日日 九日日一日日 日日日九日日一日日
九ハニ

日日日九日日一日日日 日日日日日日

+一 +一 +- +一

+ 十 + 十

+ + + 十

十 + + 土

+ + 士 一

一 一

+++++ +++++ ++++十

+ 一 一

+十+++ +++++ +++++ +++++ 

一
、

+++++ +++++ +++++ +++++ 

-++十士 ++十ート十 土+++土

一 一++ー ++++一 一十+++ 一土+十一

一一 十+一 十+++一 ~+++十 一一十十一

一一十一一 一+++一 一土 十+一

一 一土一一 一士十十一 一一 ++一 一一一一一

一一 一一一 一一+十一 一一一一一

-・ーーー ・・ーーーーーー ー哩開園圃岨喝 園町- .圃園町圃圃. 一一一+一 一一士+- 一一一一一

ーーーーー・ ・田圃圃圃ー -・E・. ~圃圃圃圃 一一一一一 一一一一一 -・・噛圃圃圃. -回・町， ・・・・・・・・ ・ー・・回・・. -



究 研 v的 験 賢 ノ 灸 (39:4) 

2.42 Kg.) Nr. 40 (2.32 Kg.) Nr. 39 (2.44 Kg.) Nr' 38 (2.15 Kg.) 
香家

照 動 照 封 照 施 灸

30}合間縛 背位 30分間縛 腹位 25分間縛 0.1 gr灸腹位25分間縛

一 一一 一 一一 一 一
月 月 月 月 月 月 月

ニ ニ 二 十 十九二二二ご十 十九二二二二十 十九ニニニ二十
十 十 十 ムノ、
九六二

-，i、a 十十十」，a、
九六二

.FSL、A、 十十十ノム、
九六二

ノム、 十十十ムノ、
九ハニ

日日日日 日日日'日日日日 日日日日日日日 日日日付日日日

+- 十一 十 一 +一 2 

十 十 十 十 5 

+ + 一 + 10 

十 十 一 十 20 

+ 十 十 40 

十 士 一 + 80 

++ + +十十十 十++十+ ++十十+ 100 

+ 一 + 160 

十十 十++++ 十++ ++ +++++ 200 

一 一 一 : 20 

， 
十十 +++++ +++++ ++++十 400 

+土 一++十十 -+++ 土 +++++ 800 

十一 一一 十 十 一 -++十一 -++十+ 1600 

士 - 一一土十一 一十十十+ 3200 

一一 一一 一 一 一 一 一 一 一一 一土+十一 6400 

一一 一一一一一 一一一一一 一一++一 1~800 

一一 -・・・圃・ ・・司司-圃司・ ・・・・・・『司・ ・・・・・・・a・ -圃噂 一一一一 一 一一一十一

一一一一一 一 一 一 一一 一一一十一 51200 

一 一 一一一一一 一一一一一 一一一一一 102400 



Nr. 41 

附
言日

封
施完
灸 疫
日
時第 一
一回 月

1-十九二
七月大
日十_!... aH日

日

一 一 一

一一一

第

回

月

十

日

+++ 

+++ 

+++ 

+++ 

+++ 

ー++

ー土ー

腹位

時

Nr. 42(2.47 Kg.) 
番家

競兎

腹施0世.1350r分告肝灸司縛

備

考

一一 D 
月

二二十十
十十六一
一一一 V 
日日日日

+ +.+ + 25 

+++十 50 

十+ ++ 100 

++十十 200 

十+ ++ 400 

++++ 800 

十十+ + 1600 

-+十十 3200 

一一+ー 6400 

一一一一 12800 

一一一一 25606 

-・・a岨圃・ ・・圃h・・- -圃圃圃圃圃. 圃圃園町開園圃圃 51200 

前
表
ヲ
通
覧
ス
グ
'
-
一
施
灸
後
五
日
目
迄
A

施
灸
家
兎
ト
封
照
家
兎
ト
ノ
間
-
一
於
-
ア
免
疫
沈
降
素
一
段
生
ニ
殆
ン
ド
其
相
違
ヲ
認
メ
ザ

y

モ
施
灸
後
九
日
目
ニ
至
η
ノ一プ
ρ

爾
者
間
稲
々
懸
隔
ヲ
生
ジ
第
十
二
日
目
即
チ
第
二
回
免
疫
後
一
週
間
-
一
至
η
ノア
ρ

施
灸
家
兎
ノ
夫
v

ρ

野
照
ニ
比
U
J

増
進
U
J

就
中
第
三
十
五
鏡
、
第
三
十
六
鏡
、
第
三
十
八
鏡
ニ
ア
リ
ア
ρ

顕
著
ナ

Y
増
進
ヲ
来
γ
タ
9
、
爾
後
徐
々
回
一
沈
降

技

債
低
減
ス

Y

モ
概
ネ
針
照
ニ
比
ジ
高
債
ヲ
総
緩
ス
、
然

ν
ド
モ
一
ヶ
月
後
-
一
至
y
-
7
A
雨
者
ノ
沈
降
債
-
一
英
蓬
庭
ヲ
認
メ
ズ
。
即
チ
施

灸
ニ
ヨ

η
ノ
山
羊
血
清
免
疫
家
兎
ノ
沈
降
素
ノ
産
生
ρ

増
進
セ
ラ

Y
o

第

二

簡

免
疫
完
了
後
短
時
日
ヲ
経
タ
ル
モ
J

Z
一
施
灸
シ
其
沈
降
素
早
夜
ボ
ス
影
響

葉

賀
線
方
法
、
健
康
成
熟
セ

Y
雄
性
家
兎
ヲ
探
ピ
前
節
ノ
場
合
ト
同
様
ニ
ジ
-7
各
家
兎
ニ
山
羊
血
清
ヲ
第
一
一
回
二
一
括
ヲ
耳
静
脈
内
ニ
注

射
シ
、
次
デ
五
日
ノ
間
隔
ヲ
置
キ
ア
第
二
回
三
路
ヲ
同
様
-
一
注
射
ジ
ア
兎
疫
ジ
、
此
時
ヨ
リ
十
二
日
間
ヲ
経
過
シ
タ
M
Y

後
次
表
ノ
如
ク

施
灸
uy

爾
後
約
一
ヶ
月
ニ
豆
η
ノ
ア
沈
降
素
産
生
ニ
就
キ
賓
験
ヲ
行
へ
η
ノO

蔚
ジ
一
ア
賞
験
方
法
月
前
節
ノ

F

説
会
ト
問
ジ
ク
翰
環
法
-
一
挨
η
ノ

叉
山
羊
血
清
号
本
質
験
中
同
一
ノ
モ
ノ
ヲ
使
用
セ
η
ノO

第

__L. 
ノ、

表

遮(3915) 



究 研 自包 験 質 ノ 灸 (3916.) 

(2，17 Kg.) Nr. 44 (2.22 Kg.) Nr. 43 (1.87 Kg.) 
雷家

Nr. 42(2.47 Kg.) 
競兎

‘ 備bク℃え 施 灸 3包 灸

腹施0位1350田5正幸灸問縛腹位 30分間緯 0.1gr灸腹位 25分間縛 0.075gr灸腹位 25分間縛
点、，

一 一一一 ー - 一一一 一 一一一 一一一 一
月 月 月 月 月 月 月

ニニ二十十 十五二二二二十十 十五ニニニ二十十 十五二三
十十ム←l ノ占、- 一 十十ムI ./ム、一-ー 一 十十-t"ムノ、- 一十
P.Z、a、二-- 一 ‘，1、4・ ーニーニヲー. 一 .ノA、a 二-二a -ーー・ -pA、a 

日日日日日 日 日日日日日日日 日日 日 日 日 日 日 日 日日日日

十++++ ++++++++ 十+++++十十 ++++ 25 

十++++ ++++++++ +++++++十 十十十十 50 

+++十+ ++++++++ +十十+++++ 十十十十 100 

十++++ 十+++++++ ++++++十十 +++十 20.0 

+++++ ++++++++ ++++++++ ++十+ 400 

+++++ +++++十十十 ++十+++++ ++十十 800 

+++++ ++++++++ 十十+++++十 一ー一一辻ゴ一一 1600 

+++++ 士一土十++十十 ++++++++ 一一一一 3200 

十++++ 一一一++++土 一一十++++- 一一一一 6400 

-+十一一 一一一一一一一一 一一一土+一十一 一一一一 12800 

--圃・ ・・・ー-・・ ・.・・・・・・ ・H・・・・・a・ -幽・・・・・・ ・・・F・・明・・ ・・・・・・圃・・ ・・・a司・・向・ ・・・・・・・圃・ -・・司a・ ・・・・・・・・ ・・同司・・・・・ 一一一一一一一一 一一一一 2.600 

一一一一一 一一一一一一一一 -ー-ーー. -圃圃炉司・ ・回国』闘圃M・・ -.胴--司固咽 ・・・・・・・・・ ・・-圃圃圃・・ -・E・. -ーーー・ ・圃・咽・・・ ・幽6・圃・ー 51200 



時校薫週(3917) 

Nr. 45 

O.lgr灸

一
月
二五十

二

日

+++ 

+++ 

+++ 

+++ 

+++ 

++十

十十+

+++ 

一一十

施

日日

Nr. 48 (2.55 Kg.) Nr. 47 (2.47 Kg.) Nr. 46 (2.15 Kg.) 

割- .~ 才 艶 照 封 照

腹位 30分間縛 腹位 30分間縛 腹位 30分間締

一一一 一 一一一 一 一一一一 一
月 月 月 月 月 月

十五二二二二十十 十五ニニニ二十十 十五二二二二十十
一 十十 一 十十ムI /占、ーー 一 十十ムーl ムノ、-
一 ノ‘←ーー・ 十六ー 一 /'、・=ー-二a 一 -ノL..、二-三-
日日日日日日日日 日日日日日日日日 日日日日日日日日

十十十+++++ +++十+++十 ++++++++ 

十+++++++ + 十 十 + + + ++ ++++++++ 

++++++++ ++++++++ ++++++++ 

++++++++ ++++++++ ++++++++ 

++++++++ +++++十十+ +十+++++十

十+++++++ 士一+土++++ ++++++++ 

十十++++++ 一一一一一一++ 十+++++++

一一一一++++ 一一一一一一一十 一一++++++

一一一一一一++ 胆園開.帽-田・ーー『圃醐 .胴圃h・ー司--圃恒白岡-.・・ー司胃-.ーーーーーー・ ・圃圃同-.園町師同- 一一一一一一++

一一一一一一一一 一一一一一一一一 _-園町帽・ーー ・-岨唱・ ・ーー・ー・・・ ・・ー--曙司恒・ー ・園田凶圃圃圃・ ・回明・・H・

一一一一一一一一 一一一一一一一一 一一一一一一一一

-・圃圃圃圃岨圃両両国・圃・・ ・圃圃圃・・・・ ・・・・曙開園圃・ ・・・・・・・・・ ・司・・・M・-・回・・・ ・・・・・・『・・ ーーーー・回ー ・・・・圃圃圃司 ・・・・・ーー.-・ ・F圃圃圃園開岨 ・圃圃圃圃圃圃『 ・ー.圃副司 ・ーーーーー・ 一一一一一一一一

附
言日

免
疫

一
月
三
十
一
日
~

一
月
二
十
五
日

施
灸
日
時

第
一
回

二
月
十
二
日

第
二
回



(3918) 

第
六
表
ヲ
観
Y
-
一
施
灸
後
第
四
日
目
一
二
主
リ
ア
ρ

免
疫
家
兎
洗
降
素
ノ
康
生
ρ

稿
々
増
進
ノ
傾
市
一
ヲ
呈
ジ
第
入
日
目
モ
略
ポ
此
債
ヲ

保
持
ス
レ
ド
モ
第
十
一
日
目
ニ
至
η
ノア
ρ

更
ニ
増
進
ジ
ア
其
頂
結
-
一
達
ス
.
第
十
四
日
目
-
一
川
同
一
償
ニ
止
マ

Y
モ
ノ
ト
稀
々
俄
減
ス

Y

モ
ノ
ト
ア
η
ノO

爾
後
高
債
ヲ
保
チ
吋
ノ
ヅ
徐
々
ニ
下
降
ジ
ア
約
一
ヶ
月
後
ニ
至
η
ノ
ア
川
野
照
ト
同
様
ト
ナ
y
、
封
照
家
兎
-
一
ア
ワ
ノ
ア
ハ

漸
次
沈
降
債
低
下
ス
M
Y

ノ
ミ
ニ
ジ
テ
更
-
一
増
加
ヲ
来
丸
事
ナ
ジ
O

由
是
観
之
、
施
灸
家
兎
ノ
施
灸
後
沈
降
債
ノ
上
昇
ρ

ス
ザ
一
ク
灸
ノ
影
響

ニ
一
外
ナ
ラ
ズ
ト
考
ブ

Y

ヲ
誠
治
嘗
ト
ス
可
γ

。

灸

欝‘

揺

以
上
ノ
賓
駿
ニ
就
キ
線
括
サ
ハ
v

j

下
ノ
如

γ

。

ノ

一
、
ち
ム
す
菌
免
疫
家
兎
ニ
ア
リ
ア
ヱ
共
ノ
免
疫
ト
同
時
ニ
叉
三
免
疫
完
了
後
其
ノ
凝
集
債
ノ
下
降
期
日
一
於
ア
施
灸
A

Y

モ
、
何

v

費

ノ
場
合
-
一
一
於
-
ア
毛
針
昭
三
比
U
J

凝
集
素
ノ
産
生
ハ
兎
ニ
強
ク
増
進
セ
ラ
Y

、
一
同
ジ
ア
前
者
ニ
ア
リ
ア
九
施
灸
後
拾
六
日
目
(
第
二
回
免

疫
後
七
日
目
)

ニ
、
後
者
-
一
ア
リ
ア
ニ
鳴
'
十
三
日
目
ニ
其
最
高
頂
ニ
達

γ
爾
後
漸
次
曲
線
ハ
下
降
↓
A

Y

モ
約
一
ヶ
月
後
-
一
至
η
こ
ア
モ
卦

験

照
-
一
比
U
J

凝
集
債
ρ

稽
々
高

v
o

二
、
山
羊
血
球
免
疫
家
兎
ユ
ア
タ
ア
ρ

施
灸
家
兎
川
勢
照
ニ
比
ジ
其
溶
血
素
産
生
ρ

一
一
層
増
進
セ
ラ

Y
、
而
u
v
-
ア
其
最
高
ニ
達
ス

y

白包

戸
施
灸
後
第
十
一
日
目
ナ
ヲ
、
夫
V

ヨ
η
ノ
漸
次
低
減
ス

Y

モ
而
カ
モ
約
一
ヶ
月
後
-
二
宝
η
ノ
ア
毛
割
照
ニ
一
比

γ
溶
血
債
川
著
ジ
グ
高
U
J
O

碗

三
、
山
羊
血
球
見
疫
家
兎
ニ
ア
η
ノ
ア
プ
血
球
凝
集
素
産
生
月
、
施
灸
家
兎
ρ

封
照
ニ
比

γ
著
シ
ク
増
進
セ
ラ

v
j施
灸
後
第
十
一
日

目
-
一
最
高
ヲ
一
不
U
J

爾
後
漸
次
減
少
u
v
-
ア
一
ヶ
月
後
-
一
至

p
-ア
略
ポ
針
照
ト
同
様
ト
ナ
Y

o

四
、
山
羊
血
清
免
疫
家
兎
ニ
ア
η
ノ
ア
其
ノ
沈
降
素
ノ
憲
一
生
-
一
及
ポ
ス
影
響
川
施
灸
家
兎
ニ
ア

η
ノ
ア
川
英
ノ
免
疫
ト
同
時
-
一
、
叉
二
免

みb
./ιA 

疫
完
了
後
施
灸
ス

Y
モ
、
何
V

ノ
務
会
-
一
於
-
プ
モ
一
樹
照
-
一
比
シ
産
生
増
進
セ
ラ

ν
、
前
者
ュ
ア
リ
ア
二
地
灸
後
第
十
二
日
目
ニ
、
後
者

-
一
ア
ワ
ア
ρ

第
十
一
日
目
ニ
最
高
-
一
蓬
ス
、
而
シ
ア
夫
レ
ヨ
η
ノ
漸
次
低
下
ジ
ア
約
一
ヶ
月
後
-
一
至
η
ノア
A

封
照
ト
ノ
問
-
一
殆
ン
ド
其
相

違
ヲ
認
メ
ザ
Y
-
一至

y

。

以
上
ヲ
概
括
ス

Y

ニ
施
灸
家
兎
ノ
抗
控
産
生
ノ
度
川
新
照
ニ
比
ジ
強

v
o
市
u
v
-
7

大
凡
施
灸
後
第
十
一
日
乃
至
第
十
三
日
自
由
一
最
高

-
一
逮
ジ
夫
レ
ヨ
η
ノ
漸
減
ジ
約
一
ヶ
月
ノ
後
-
一
刀
艶
照
ト
路
ポ
其
軒
軽
ヲ
認
メ
ザ

Y
ニ
至
Y
η



錨

結

余
ガ
第
一
報
告
以
来
家
兎
二
地
灸
ジ
ア
得
タ
グ
'
賓
験
成
績
ア
顔
ミ

Y
-
一
、
実
血
液
-
一
及
ポ
ス
影
響
ト
ジ
ア
A

レ
¥
血
糖
量
ノ
増
加
、

斗
、
血
液
凝
固
時
間
ノ
銀
総
、
一
司
、
血
球
洗
降
速
度
ノ
倦
進
、
問
、
白
血
球
数
ノ
増
加
就
中
綴
性
え
お
じ
ん
略
目
好
白
血
球
数
ノ
増
加
ヲ

見
タ
ηノ
O

時

次
ニ
血
清
率
的
方
面
ニ
於
ケ
Y
賃
験
ニ
於
ア
川
正
常
-
家
兎
ニ
ア
η
ノ
-
7
A
溶
血
性
補
鰹
及
ピ
僅
微
ノ
凝
集
素
ノ
増
加
ヲ
見
タ

Y
毛
一
溶
血

素
、
沈
降
素
等
ユ
ア
9
-
7
A
其
増
加
ヲ
見
ザ
リ
'
キ
、
'
但
ジ
此
等
ユ
口
付
キ
ア
行
へ

y
，
蛋
白
樫
ノ
及
ボ
ス
作
用
毛
、
遺
憾
ナ
ガ
-
フ
余
メ
寡

校

開
、
其
ノ
文
献
-
一
接
セ
ザ
Y
ヲ
以
-
ア
蛋
白
檀
ノ
夫
等
一
一
及
ポ
ス
作
用
ト
比
較
ス

Y
ヲ
得
ズ
o

品
加
疫
セ
vr

毛
ノ
ニ
ア
リ
ア
ρ

凝
集
素
、
溶
血
索
、
血
球
凝
集
素
、
並
ニ
沈
降
素
ノ
産
生
増
加
ヲ
見
タ
ヲ
o
然
η
ノ
而
ジ
ア
蛋
白
煙
モ
一
同

様
ノ
作
用
ヲ
呈
ス

Y

ヲ
以
-7
余
ノ
賞
験
成
績
ρ

蛋
白
樫
作
用
ト
全
然
一
致
ジ
タ
η
ノ
ト
一
五
ア
可
h
y
o

然

ν
ド
モ
余
ガ
第
一
報
告
緒
論
-
一
越

イ
タ
グ
'
ガ
如
ク
、
蛋
白
瞳
ノ
生
鰻
-
一
及
ポ
ス
作
用
A

頗

Y
多
種
多
様
-
一

v-プ
事
之
v
ガ
研
究
-
一
関

v-ア
モ
亦
其
業
績
少
γ
ト
セ
ズ
、
旦

葉

ヅ
蛋
白
櫨
作
用
モ
其
本
韓
ヲ
閤
明
ス

Y

ニ
ρ

猶
ホ
幾
多
ノ
賓
験
ヲ
熔
来
-
一
一
侠
タ
ず

Y
可
カ
ラ
ザ
Y
ヲ
以
テ
'
、
余
ガ
行
一
へ

Y
以
上
ノ
賞
駿

ノ
ミ
ヲ
以
テ
蛋
白
鐙
作
用
ト
灸
作
用
ト
ヲ
応
較
ジ
、
決
定
的
断
案
ヲ
下
サ
シ
事
ρ

甚
ダ
大
謄
ナ
U
F

企
園
ナ
M
F
a

ガ
如
キ
モ
而
カ
モ
余
ノ
施

灸
賓
験
一
一
一
於
-
ア
A

先
進
諸
筆
者
ノ
行
へ

Y
蛋
白
健
作
用
ト
全
然
一
致
ス

Y
ヲ
以
ア
見
レ
バ
灸
作
用
壬
亦
一
種
ノ
蛋
白
樺
作
用
-
一
他
ナ
ヌ

ズ
ト
ス

Y

モ
強
チ
無
稽
ノ
モ
ノ
ニ
非
ず
Y
可
U
J
O

述

金
森
氏
側

ρ

火
傷
死
ノ
原
因
点
火
傷
-
一
ヨ
η
ノ
一
穂
ノ
毒
素
ヲ
生
ズ

y
d
N
翁
メ
ナ
η
ノ
ト
ジ
「
本
毒
素
-
一
因

v
y
中
毒
症
朕
A

一
部
過
敏

ぐ3919)

症
し
よ
う
く
ニ
類
ス

Y

モ
金
ク
之
レ
ト
同
ジ
カ
ラ
ズ
、
然
V

ド
モ
.
利
引
川

JL引
か
州
引
ノ
所
謂
過
敏
毒
素
モ
本
毒
素
屯
共
ニ
蛋
白
分
解

中
間
産
物
タ

Y
黙
-
一
於
-
プ
内
相
一
致
ス

Y
ヲ
見
ピ
ト
迷
ぺ
、
創
氏
∞
二
品
庚
汎
ナ
Y

賞
験
-
一
一
於
-
プ
健
康
家
兎
ノ
中
等
度
火
傷
ゾ
際
ニ
・
ρ

其
白
血
球
A

一
時
間
後
-
一
川
幾
分
増
加
シ
四
時
間
乃
至
六
時
間
-
一
於
-7
其
増
加
著
ジ
ク
卒
常
ノ
二
乃
至
三
倍
三
達
ス

Y
屯
二
十
四
時
間

後
ニ
月
一
健
康
時
又
A

夫

v
以
下
-
一
減
ジ
四
十
人
時
間
後
ヨ
ヲ
徐
々
-
一
増
加

γ
五
日
乃
至
十
日
ニ
最
モ
著
シ
ク
、
夫
レ
ヨ
η
ノ
漸
次
減
少
ジ

二
十
日
後
-
一

ρ

殆
ン
ド
奮
-
一
復
ス
ト
設
ケ
η
ノO

而
む
て
プ
創
氏
ノ
賞
験
成
績
♂
余
ガ
第
一
報
告
-
一

-7
述
ペ
タ

Y
施
灸
-
一
ヨ

Y
白
血
球
数
ノ

増
加
ノ
経
過
ト
会
ク
関
ジ
、
然
9
而
γ
-
7
・
灸
毛
亦
限
局
性
火
傷
戸
一
外
ナ
-
ア
ザ

Y
ヲ
以
-7
施
灸
ユ
ヨ
リ
其
周
園
ノ
組
織
細
胞
蛋
白
-
一
務
質



ヲ
輿
へ
其
ノ
愛
質
蛋
白
が
澄
抗
一
克
ト
ナ
η
ノ
ア
抗
鐘
ノ
産
生
増
加
ヲ
喚
起
ス

Y

毛
ノ
ナ

Y
可
キ
A

想
像
-
一
難
カ
ラ
ズ
、
旦
ヅ
白
血
球
数
ガ

中
等
度
火
傷
ノ
際
ト
施
・
灸
ノ
際
ト
某
増
加
ノ
経
過
ヲ
同
ジ
ク
ジ
、
加
之
灸
作
用
-
一
ヨ

Y

免
疫
謹
増
加
ノ
経
過
モ
亦
略
一
致
ス

Y
ヲ
見

v

バ
軽
度
火
傷
ト
灸
作
用
ト
A

略
ポ
類
似
ノ
作
用
ヲ
生
龍
-
一
奥
7

Y
毛
ノ
ナ

9
ト
考
フ

Y
ヲ
得
Y
ナ
ラ
ン

o

余
川
以
上
ノ
賞
験
成
績
ヲ
綜
A
口
考
察
ジ
次
ノ
給
論
-
一
逢
セ
η
ノ、

一
、
灸
作
用
A

灸
ノ
周
国
ノ
組
織
細
胞
蛋
白
ヰ
勢
uv

務
質
ヲ
輿
へ
其
ノ
務
質
蛋
白
ガ
動
物
糧
自
家
-
一
艶
u
v
-
7
非
特
異
性
蛋
白
ト
ジ
-
7

作
用
ス

Y
モ
ノ
ナ

Y
可
シ
。

二
、
灸
ト
火
傷
ト
A

従
ツ
ア
其
作
用
-
一
於
-
ア
相
類
似
ス
、
唯
灸
-
一
於
占
プ
ρ

其
温
熱
ノ
上
昇
ガ
文
ノ
作
用
ニ
ヨ
η
ノ
一
定
時
間
内
極
大
-
一

遼
ス

Y

黙
ニ
於
-7
特
別
ノ
火
傷
ナ

Y
可
ジ
、
夫
レ
故
-
一
火
傷
ノ
際
ニ
於
ケ

Y
露
見
ト
施
灸
ノ
際
ノ
廃
見
ト
ガ
全
然
一
致
ス

Y

モ
可
ナ

η
ノ
、
戎
ρ

一
致
セ
ザ

Y
モ
亦
可
ナ
η
ノ
、
若
ジ
一
致
セ
ザ
レ
バ
灸
作
用
ガ
特
殊
ナ
U
F

モ
ノ
ト
ナ
η
ノ
従
ヅ
ア
交
自
身
ノ
作
用
モ
其
一
因
子
タ

Y
ヲ
議
想
セ
ジ
ム
。

ゴ
ス
健
常
時
物
ノ
施
灸
ニ
ヨ
リ
健
常
諮
問
疫
韓
ρ

補
龍
及
ピ
健
常
，
凝
集
素
ノ
増
加
ヲ
見
Y

モ
他
種
類
ノ
健
常
免
疫
瞳
A

増
加
セ
ズ
、
然

U
F

ニ
施
・
灸
動
物
ニ
他
働
性
免
疫
ヲ
加
プ

Y
場
合
ニ
於
ア
川
免
疫
睦
ノ
全
部
ρ

共
産
生
量
ヲ
増
加
丸
、
従
ヅ
一
ア
施
・
灸
刀
直
接
ニ
免
疫
櫨
ヲ

産
生
ス

Y
-一
際
ジ
テ
刀
其
作
用
微
弱
ナ

v
ド
モ
免
疫
鱒
産
生
組
織
ノ
細
胞
ニ
一
作
用
シ
ア
恐
一
フ
ク
刺
戟
ヲ
奥
7

Y
事
-
一
ヨ
η
ノ
-
ア
細
胞
ノ
免

疫
韓
産
生
能
力
ヲ
昂
進
セ
ジ
ム

Y
屯
ノ
ナ

9
0

(3i:120) 灸ノ費験自包

「一件。『釦件己『・

摘
筆
ス

Y
-
二
位
『
、
、
、
恩
師
樹
岡
町
教
授
ノ
御
懇
篤
ナ

Y
御
指
導
ト
数
室
員
諸
兄
ノ
御
誘
披
ト
ニ
針
uv

深
ク
戚
謝
ノ
意
ヲ
表
λ

。
完

研究

事
薄
暗
滞
、
埼
露
骨
d

事
持
(
瀧
い
諸
事
)
・
回
一
骨
融
持
冊
意
髄
時
議
刊
?

潤
い
十
時
・
鴇
M
M
'
i許
珂
u

片
何
十
凶
H
h
明・

凶
)
〉
-Lα
『加。コ
ω
o
p
n
o
E
E
-
σ
・昨日出
M
H
H
h
?
?

〉宮・

O
同日間・出品・

ω
∞"ω
・

。U
『

AY

岡市刷。一山・

ω)
斗

ωに
E
Z
E
N
O一円印の
HH
戸時・

H
S
E
C
口町件以門的『
0

5

の『・吋
4
0
口

F

O
ユ明・

出品
-
u
♂印・ム・同
0

・
ru
凶同・

恥

)

Z
・
0
0
3
E
一口・刀
-
E
o
z
a
-

ロg
g
n
F・
5
a・当
R
F
O
Bのぜ
-
Z円・

k
p
N
u

∞-
H
N

∞o
u
t
v
H
A山
・

g
u
m
p
諸
君
臨
羊
片
恒
響
詩
w

漉
『
マ
〉
持
論
判
十
簿
唱
∞
-
M
Y

訪
問
十
B
h明・

刃・回一
0
2
2
p
N
O一門的。
F

h

h
・

H

口出回口口一件以宮内
O

『帥の『・

O
H
山間・出品
-
M
N

∞・

∞-
M
N
K
F
0

・同
cru-

明

J
E
互
ozu

ロg
g岳
-
g
a
-
d司
OのF
g
R
r
-
Z円・

5
ω
・
ω
N
V

岡市
W

同一ア

∞
)
P
E
R
S
S
0
3
g
g・
5
p
d〈
O
O
Z
Eの宵・

8
・
F

S
討・

ω・

。
ぃ
吋
噌
岡
市
W

岡。・

持

甑

・

湖
M

別
職
幅
ゆ
警
部
"
瀧
川
斗

urA防
・
部

l
器
"
∞

-gw

片
岡
1
寸

i
h哨
・

持

副

都

u
E
M
廿
融
問
問
窓
幅
時
諜
一
刊
少
漉
許
辞
漉
合
印
刷
切
片
岡
〉
骨
・

鴇↓
l
A叩
"
ω
O
C
阿
w

片
岡
〉
片
骨
・

耐

mw

璽
幽
同
聴
髄
時
諜
製
部
ωω
凶
回
ア
鴻
l
制
"
片
岡
戸
骨
・

~ 、、J

ー司
、ー〆

1:0 
、---

〕
{
{
}
)

三百

、---


